
　このたび、昔の風景を残す下町 千駄木のスタジオBrick-one

では若手美術作家吉田朗の『個人用御輿』展を開催いたします。

 

吉田　朗 YOSHIDA Akira

個人用御輿 今、わかちあえるだろうか?　
 2005．7.1～7.13　13:00～21:00　会期中無休 

　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人用神輿��
　　
　　　　　　　�  　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                          H90×W140×D60 cm

　　　　　　　ガラス繊維強化プラスチック、木、鉄、ウレタン塗装
　　　fiberglass reinforced plastic, wood, iron, urethan paint

鴎外記念
本郷図書館

Tバス停

東京メトロ千代田線東京メトロ南北線

都営三田線

■東京メトロ千代田線「千駄木駅」徒歩5分
■東京メトロ南北線　「本駒込駅」徒歩8分
■都営三田線「白山駅」徒歩10分
■JR 「日暮里駅」西口より徒歩15～20分

　今回、吉田朗は地域との時間・空間、感情の共有が少なくなった現代日本人の、個人的「ハレ」の造形化を試みます。

会場には「御輿」でありながら一人で担ぐ御輿が登場します。「御輿」と聞いて思い描く伝統的な形態は爽快に裏切られ、

見るものの既成概念を揺さぶることでしょう。それほどに感覚に訴えるような、近未来を想像させる魅力を持っているのです。

 　来場者はこの御輿を担ぎ、スタジオの大きな鏡でその姿を確かめることが出来ます。

スタジオBrick-oneは、一般的な画廊やギャラリーにはなかなか無い天井の高い空間をもっています。そこでひとり、御輿を担ぐ

自分を見た際に感じること、また友人や家族など複数での来場の際、御輿を担いでいる人とそれを見ている人との間に生じる会話。

これらは触る・担ぐといった体験を伴う作品ならではのコミュニケーションであり、その発生は本展のねらいです。

「銀座のショッピングをやめて、今日は千駄木に御輿を担ぎに行こう」。

こんな具合に足を運んでいただけたら幸いです。

 

吉田朗のホームページ　http://www.yavw.com/index02.htm

 ブリックワンオフィス　担当:原えり子

http://www.brick-one.com/

Tel　03-3828-4858　Fax　03-3828-4856

E-mail　kiiroiie@brick-one.com　


